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め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ

て
い
る
か
。

町
長　

指
摘
の
部
分
に
絞
っ
た
研
修
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
定
例
職
員
会
や

庁
議
の
場
な
ど
で
、
挨
拶
の
徹
底
、
丁

寧
な
対
応
、迅
速
な
事
務
処
理
、
公
務
員

の
モ
ラ
ル
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、

住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
訓

辞
を
口
が
す
っ
ぱ
く
な
る
ほ
ど
繰
り
返

し
て
実
行
し
て
お
り
ま
す
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
職
員
個
々
の
言
動
等
に
つ

い
て
、
直
接
注
意
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

〈
喫
煙
に
つ
い
て
〉

　

鬼
北
町
の
禁
煙
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

町
長　

全
面
禁
煙
と
し
た
学
校
施
設
を

除
き
、
他
の
公
的
施
設
で
は
、
分
煙
器

設
置
等
に
よ
る
分
煙
方
式
を
と
っ
て
い

る
。こ
れ
を
抜
本
的
に
見
直
す
た
め
、「
鬼

北
町
衛
生
委
員
会
」
を
開
催
し
、
町
内

の
公
共
施
設
で
の
喫
煙
状
況
、
職
員
の

喫
煙
マ
ナ
ー
、
公
共
施
設
で
の
喫
煙
な

ど
に
つ
い
て
協
議
検
討
を
行
っ
た
。
協

議
の
中
で
、
導
入
し
て
い
る
分
煙
器
は
、

受
動
喫
煙
を
防
ぐ
措
置
と
し
て
、
効
果

が
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
、

喫
煙
者
の
理
解
を
得
て
、
早
期
に
撤
去

予
定
で
あ
る
。
公
共
施
設
で
あ
る
本
庁

舎
・
役
場
支
所
・
公
民
館
等
の
建
物
の

中
の
喫
煙
は
、
原
則
禁
止
に
す
る
方
向

で
調
整
中
で
あ
る
。
来
庁
さ
れ
る
住
民

に
も
主
旨
を
説
明
し
、
協
力
を
依
頼
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
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〈
青
少
年
問
題
の
現
況
と

対
策
に
つ
い
て
〉

　

青
少
年
の
薬
物
使
用
に
つ
い
て
。

教
育
委
員
長　

町
内
の
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
に
は
問
題
と
な
る
事
例
は
無

い
。
指
導
に
つ
い
て
は
、
薬
物
乱
用
防

止
教
育
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
、
道

徳
・
環
境
教
育
の
中
で
薬
物
の
怖
さ
等

を
指
導
し
て
い
る
。
年
１
回
は
、
専
門

の
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
を
行
っ
て
い

る
。

　

子
供
自
ら
考
え
る
心
の
教
育
に
つ
い
て
。

教
育
委
員
長　

鬼
北
町
教
育
基
本
方
針

の
「
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
」
に
基

づ
き
、
学
習
指
導
な
ら
び
に
生
活
指
導

を
行
い
、
道
徳
感
や
正
義
感
を
習
得
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
普
及
に
よ
る
児
童
・

生
徒
へ
の
影
響
は
。

教
育
委
員
長　

現
代
社
会
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
必
需
品
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
指
導

し
て
い
る
。
家
庭
で
の
活
用
に
つ
い

て
指
導
は
し
て
い
る
が
、
保
護
者
の
理

解
が
無
け
れ
ば
対
応
は
困
難
。「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
無
機
的
人
間
」

つ
ま
り
生
活
機
能
を
持
た
な
い
人
間
に

な
る
の
は
家
庭
に
も
責
任
が
あ
る
と
思
う
。
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〈
町
お
こ
し
に
つ
い
て
〉

　

鬼
北
町
長
期
総
合
計
画
策
定
に
か
か

る
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

町
長　

今
回
の
合
併
は
、
互
譲
と
信
頼

の
精
神
が
相
ま
っ
て
成
就
し
た
。
新
し

い
町
づ
く
り
も
互
譲
と
信
頼
の
気
持
ち

を
大
切
に
、「
融
和
」
を
第
一
と
し
、〝
合

併
し
て
良
か
っ
た
〞
と
思
え
る
町
づ
く

り
を
、
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
取
組
ん

で
い
き
た
い
。「
長
期
総
合
計
画
」
の
策

定
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
を
基
本
と
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

「
長
期
総
合
計
画
」
は
、
今
後
10
年
間
の

鬼
北
町
の
進
む
べ
き
道
を
示
す
羅
針
盤

な
の
で
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
意
見

を
十
分
拝
聴
し
、
12
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
る
「
鬼
北
町
総
合
開
発
計
画
審
議

会
」
に
お
い
て
、
審
査
・
審
議
を
尽
く

し
策
定
す
る
。

〈
台
風
14
号
の
被
害
に
つ
い
て
〉

　

台
風
14
号
の
被
害
お
よ
び
対
応
状
況
は
。

町
長　

北
川
地
区
町
道
牛
の
川
線
は
、

山
腹
崩
壊
に
よ
り
車
両
の
通
行
が
出
来

な
く
な
っ
て
い
た
が
、
翌
朝
に
は
復
旧

し
て
い
る
。
ひ
ょ
う
た
ん
池
上
国
道

３
２
０
号
線
の
道
路
冠
水
は
、
今
回
の

よ
う
な
豪
雨
の
場
合
、
山
か
ら
の
流
出

す
る
水
量
が
道
路
施
設
の
水
路
の
排
水

能
力
を
超
え
る
こ
と
か
ら
冠
水
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
管
理
者
で
あ
る
愛
媛

県
に
水
路
の
改
良
を
要
望
し
て
い
る
。

広
見
地
区
の
南
中
組
川
は
土
石
流
危
険

渓
流
で
あ
る
が
、
下
流
の
人
家
戸
数
等

の
条
件
に
よ
り
、
鬼
北
町
管
内
で
24
箇

所
指
定
さ
れ
て
い
る
「
土
砂
災
害
対
策

重
点
整
備
箇
所
」
で
は
な
い
た
め
、
上

流
へ
の
砂
防
施
設
整
備
計
画
は
無
い
。

農
地
、
農
業
施
設
の
災
害
は
、
現
在
災

害
現
場
を
踏
査
し
国
庫
補
助
に
よ
る
災

害
復
旧
事
業
の
申
請
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。

〈
防
災
無
線
に
つ
い
て
〉

　

防
災
無
線
の
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
善

に
つ
い
て
。

町
長　

新
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
新
シ
ス
テ
ム

構
築
計
画
は
、
６
月
の
第
２
回
定
例
会

で
可
決
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
年
度
事

業
と
し
て
「
鬼
北
町
防
災
行
政
無
線
施

設
基
本
設
計
」
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
緊
急
時
に
町
内
に
一
斉
放
送

で
き
る
「
防
災
行
政
無
線
」
は
、
非
常

時
お
よ
び
防
災
時
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
重
要
な
施
設
で
あ
る
の
で
、
中
山
間

地
の
鬼
北
町
に
適
し
た
新
シ
ス
テ
ム
と

し
て
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後

の
計
画
と
し
て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

21
年
度
に
か
け
て
実
施
設
計
に
着
手
し
、

平
成
22
年
度
以
降
に
、
工
事
施
行
に
こ

ぎ
着
け
た
い
。

〈
町
政
座
談
会
に
つ
い
て
〉

　

町
政
座
談
会
の
活
性
化
策
、
教
訓
に

つ
い
て
。

町
長　

今
回
、
８
月
３
日
か
ら
８
月
18

日
の
間
に
６
地
区
で
鬼
北
町
と
し
て
初

め
て
の「
町
政
座
談
会
」を
開
催
し
た
が
、

合
併
前
の
新
町
建
設
計
画
を
主
題
と
し

た
座
談
会
と
は
異
な
り
、
出
席
者
が
主

に
区
長
・
組
長
に
限
定
さ
れ
、
か
つ
意

見
等
も
余
り
出
な
い
地
区
も
あ
っ
た
が
、

要
望
・
意
見
等
の
中
で
即
応
で
き
る
案

件
に
つ
い
て
は
、
各
課
で
早
急
に
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。
座
談
会
の
開
催
方

法
に
つ
い
て
、
参
集
範
囲
は
今
回
と
同

様
各
公
民
館
単
位
が
最
善
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
以
上
広
い
範
囲

や
細
か
い
範
囲
に
し
て
も
、
そ
れ
程
参

加
人
数
に
変
動
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
は
開
催
時
期
や
テ
ー
マ
の

持
ち
方
等
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
町
政
座
談
会
」

は
、「
公
聴
の
場
」・「
町
民
と
の
意
見
交

換
の
場
」
と
し
て
実
施
し
て
い
る
の
で
、

今
後
と
も
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
。


